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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　温水が散出される湯水散出室の外部と連通し、前記湯水散出室外の空気を取り込む空気
取込手段と、
　温水を噴き出す噴出手段と、
　前記噴出手段の温水が噴き出される先端側と対向して噴出口が形成され、前記噴出手段
からの温水の高速噴射による圧力低下によって、前記空気取込手段で取り込んだ空気を温
水に巻き込む空気混合部が前記噴出口の裏面側に形成されると共に、前記空気混合部に前
記空気取込手段から空気を取り込む空気取込口が形成され、前記空気取込口の開度を可変
とした温度調整手段と
　を備えたことを特徴とする湯水散出ノズル。
【請求項２】
　前記温度調整手段は、回転操作されるダイヤル部と、前記ダイヤル部の回転操作に伴い
前記空気取込口の開度を可変とするネジ機構部とを備えた
　ことを特徴とする請求項１記載の湯水散出ノズル。
【請求項３】
　前記噴出手段は、温水を螺旋状に噴出する旋流手段を備えた
　ことを特徴とする請求項１または２記載の湯水散出ノズル。
【請求項４】
　温水を噴き出す湯水散出ノズルを少なくとも１つ備え、
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　前記湯水散出ノズルは、
　温水が散出される湯水散出室の外部と連通し、前記湯水散出室外の空気を取り込む空気
取込手段と、
　温水を噴き出す噴出手段と、
　前記噴出手段の温水が噴き出される先端側と対向して噴出口が形成され、前記噴出手段
からの温水の高速噴射による圧力低下によって、前記空気取込手段で取り込んだ空気を温
水に巻き込む空気混合部が前記噴出口の裏面側に形成されると共に、前記空気混合部に前
記空気取込手段から空気を取り込む空気取込口が形成され、前記空気取込口の開度を可変
とした温度調整手段とを備えた
　ことを特徴とする湯水散出装置。
【請求項５】
　複数の前記湯水散出ノズルを備えると共に、前記温度調整手段をそれぞれの前記湯水散
出ノズルに独立して備えた
　ことを特徴とする請求項４記載の湯水散出装置。
【請求項６】
　前記温度調整手段は、回転操作されるダイヤル部と、前記ダイヤル部の回転操作に伴い
前記空気取込口の開度を可変とするネジ機構部とを備えた
　ことを特徴とする請求項４または５記載の湯水散出装置。
【請求項７】
　前記噴出手段は、温水を螺旋状に噴出する旋流手段を備えた
　ことを特徴とする請求項４，５または６記載の湯水散出装置。
【請求項８】
　請求項４乃至請求項７に何れか記載の湯水散出装置を備えた
　ことを特徴とする湯水散出室。
【請求項９】
　請求項４乃至請求項７に何れか記載の湯水散出装置を有する湯水散出室を備えた
　ことを特徴とする建物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、霧状の温水を噴き出す湯水散出ノズル、湯水散出ノズルを備えた湯水散出装
置、湯水散出装置を備えた浴室や専用のミストサウナ室等の湯水散出室及び建物に関する
。詳しくは、湯水散出ノズルにおいて霧状温水に取り込む空気の量を調整することで、噴
き出す霧状温水の温度を調整できるようにしたものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、霧状の温水を浴室内に噴出して、浴室の暖房を行うミストサウナ装置等と称
される装置が提案されている。ミストサウナ装置は、浴室等の温水を散出する室内にノズ
ルを備え、給湯器から供給される温水をノズルで霧状にして噴出している。
【０００３】
　ミストサウナ装置で浴室等の湯水散出室の温度調整を行う場合は、ノズルから噴出する
霧状温水の温度を調整する。従来、霧状温水の温度調整は、温水の供給の有無を切り換え
る電磁弁による給湯のオン／オフ間隔を変えることで行っていた。
【０００４】
　また、温水と水を混合する温度調整弁を設け、温水と水の混合比を変えることで霧状温
水の温度調整を行っていた（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開平６－１０１８５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　しかし、従来のミストサウナ装置では、霧状温水の温度調整を行うと、ノズルに供給さ
れる温水の量が変化するので、霧状温水の噴出量が一定にならないという問題がある。
【０００７】
　また、ノズルを複数備える場合、個々のノズルに対応して電磁弁や温度調整弁を設ける
と、コストが高くなるので、分岐前の配管に電磁弁等を設けることになる。このため、個
々のノズルでは温度調整ができないという問題があった。
【０００８】
　本発明は、このような課題を解決するためになされたもので、低コストで温度調整が容
易な湯水散出ノズル、湯水散出ノズルを備えた湯水散出装置、湯水散出装置を備えた浴室
等の湯水散出室及び建物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するため、請求項１に係る発明の湯水散出ノズルは、温水が散出さ
れる湯水散出室の外部と連通し、湯水散出室外の空気を取り込む空気取込手段と、温水を
噴き出す噴出手段と、噴出手段の温水が噴き出される先端側と対向して噴出口が形成され
、噴出手段からの温水の高速噴射による圧力低下によって、空気取込手段で取り込んだ空
気を温水に巻き込む空気混合部が噴出口の裏面側に形成されると共に、空気混合部に空気
取込手段から空気を取り込む空気取込口が形成され、空気取込口の開度を可変とした温度
調整手段とを備えたことを特徴とする。
【００１０】
　請求項２に係る発明の湯水散出ノズルは、請求項１に記載された発明の湯水散出ノズル
において、温度調整手段は、回転操作されるダイヤル部と、ダイヤル部の回転操作に伴い
空気取込口の開度を可変とするネジ機構部とを備えたことを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に係る発明の湯水散出ノズルは、請求項１または２に記載された発明の湯水散
出ノズルにおいて、噴出手段は、温水を螺旋状に噴出する旋流手段を備えたことを特徴と
する。
【００１２】
　また、上述した課題を解決するため、請求項４に係る発明の湯水散出装置は、温水を噴
き出す湯水散出ノズルを少なくとも１つ備え、湯水散出ノズルは、温水が散出される湯水
散出室の外部と連通し、湯水散出室外の空気を取り込む空気取込手段と、温水を噴き出す
噴出手段と、噴出手段の温水が噴き出される先端側と対向して噴出口が形成され、噴出手
段からの温水の高速噴射による圧力低下によって、空気取込手段で取り込んだ空気を温水
に巻き込む空気混合部が噴出口の裏面側に形成されると共に、空気混合部に空気取込手段
から空気を取り込む空気取込口が形成され、空気取込口の開度を可変とした温度調整手段
とを備えたことを特徴とする。
【００１３】
　請求項５に係る発明の湯水散出装置は、請求項４に記載された発明の湯水散出装置にお
いて、複数の湯水散出ノズルを備えると共に、温度調整手段をそれぞれの湯水散出ノズル
に独立して備えたことを特徴とする。
【００１４】
　請求項６に係る発明の湯水散出装置は、請求項４または５に記載された発明の湯水散出
装置において、温度調整手段は、回転操作されるダイヤル部と、ダイヤル部の回転操作に
伴い空気取込口の開度を可変とするネジ機構部とを備えたことを特徴とする。
【００１５】
　請求項７に係る発明の湯水散出装置は、請求項４，５または６に記載された発明の湯水
散出装置において、噴出手段は、温水を螺旋状に噴出する旋流手段を備えたことを特徴と
する。
【００１６】
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　また、上述した課題を解決するため、請求項８に係る発明の湯水散出室は、請求項４乃
至請求項７に何れか記載の湯水散出装置を備えたことを特徴とする。
【００１７】
　更に、上述した課題を解決するため、請求項９に係る発明の建物は、請求項４乃至請求
項７に何れか記載の湯水散出装置を有する湯水散出室を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の湯水散出ノズルによれば、霧状の温水に取り込む空気の量を可変とすることで
、温水の噴出温度が調整できるので、温水の温度は一定のままで、温水の噴出温度を調整
できる。
【００１９】
　そして、温度調整手段をねじ込む動作によって温度調整を行うこととすれば、温度調整
を容易かつ確実に行うことができる。
【００２０】
　本発明の湯水散出装置によれば、上述した湯水散出ノズルを備えることで、温水の温度
を調整することなく、霧状温水の噴出温度が調整できるので、温水の温度調整のための水
の混合等が不要であり、構成が簡単で、低コストな装置を実現できる。また、水の混合が
不要であることから、霧状温水の噴出量を一定に保つことができる。
【００２１】
　また、複数の湯水散出ノズルを備えた場合、個々のノズルで噴出温度を独立して調整で
きる。
【００２２】
　本発明の浴室等の湯水散出室及び建物によれば、上述した湯水散出装置を備えることで
、温水の温度調整のための水配管が不要となり、低コストで設置することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の湯水散出ノズル、湯水散出装置、湯水散出室及び建物の
実施の形態について説明する。
【００２４】
　＜湯水散出ノズルの構成例＞
　図１～図３は本実施の形態の湯水散出ノズル１の構成の一例を示し、図１（ａ）は外観
斜視図、図１（ｂ）は一部破断斜視図である。また、図２は湯水散出ノズル１を組み立て
た状態の断面図、図３は湯水散出ノズル１を分解した状態の断面図である。
【００２５】
　本実施の形態の湯水散出ノズル１は、外気を取り込む空気室形成部材２と、温水を霧状
にして噴き出す噴出ユニット３と、噴出ユニット３から噴き出す霧状温水（ミスト）に取
り込む空気の量を調整して、湯水散出ノズル１からの噴出温度を調整する温度調整ダイヤ
ル４を備える。
【００２６】
　空気室形成部材２は空気取込手段の一例で、内部に空気室５が形成された中空の部材で
、先端が開口していると共に、後端面を貫通して雌ネジ部６が形成される。また、空気室
形成部材２は、先端側の外周面に形成された溝にＯリング７が嵌められ、更に、後端側の
外周面に、空気室５と連通した吸気口８が形成される。
【００２７】
　噴出ユニット３は噴出手段の一例で、霧状温水が例えば螺旋状に噴き出すように流れを
制御する旋流器９と、旋流器９が取り付けられる本体１０と、本体１０に取り付けられ、
温水を霧状にするノズル板１１を備える。
【００２８】
　図４は旋流器９の一例を示す構成図で、図４（ａ）は側面図、図４（ｂ）は正面図であ
る。旋流器９は旋流手段の一例で、金属等で形成された円筒状の部材であり、後端側の外
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周面に雄ネジ部１２が形成されると共に、先端側に雄ネジ部１２より径が細い旋流部１３
が形成される。
【００２９】
　旋流部１３は、先端に複数本の螺旋溝１４が形成される。螺旋溝１４は、図４（ａ）に
示すように、旋流部１３の軸方向に対して螺旋を描き、旋流部１３の先端まで到達した溝
で、図４（ｂ）に示すように、旋流器９の先端面に螺旋溝１４による溝状の開口が形成さ
れる。なお、本例では、２本の螺旋溝１４が旋流部１３の外周面の対向する位置に形成さ
れる。
【００３０】
　旋流部１３は、螺旋溝１４の形成部位の後側の外周面に溝１５が形成されると共に、溝
１５と雄ネジ部１２の間に形成された溝にＯリング１６が嵌められる。溝１５は、旋流部
１３の円周方向に亘って形成され、螺旋溝１４の後端側と連通する。
【００３１】
　Ｏリング１６は、旋流部１３の外周面から突出する状態で嵌められ、後述するように、
旋流器９を本体１０に取り付けたときに、溝１５側から雄ネジ部１２側への水漏れを防ぐ
。
【００３２】
　旋流器９は、図２及び図３に示すように、内部に水路１７が形成される。水路１７は、
旋流器９の後端面から旋流部１３の溝１５の形成部位まで到達した穴部で、旋流部１３の
先端は閉塞している。旋流部１３は、水路１７の先端の内周面から溝１５まで貫通した貫
通穴１８が形成され、これにより、螺旋溝１４と水路１７は、貫通穴１８と溝１５を介し
て連通している。
【００３３】
　本体１０は、金属等で形成された円筒状の部材で、図２及び図３に示すように、先端か
ら後端まで貫通して穴部が形成され、穴部の後端側に雌ネジ部１９が形成されると共に、
穴部の先端側に雌ネジ部１９と連通した挿入穴２０が形成される。雌ネジ部１９は、旋流
器９の雄ネジ部１２がねじ込まれる。挿入穴２０は、旋流器９の旋流部１３が嵌る径を有
する。
【００３４】
　また、本体１０は、先端面にノズル取付部２１が形成される。ノズル取付部２１は挿入
穴２０と連通し、ノズル板１１が取り付けられる。
【００３５】
　更に、本体１０は、後端側の外周面に第１の雄ネジ部２２ａが形成されると共に、先端
側の外周面に第２の雄ネジ部２２ｂが形成される。第１の雄ネジ部２２ａは、空気室形成
部材２の雌ネジ部６にねじ込まれる。また、第２の雄ネジ部２２ｂは、後述するように、
温度調整ダイヤル４がねじ込まれる。
【００３６】
　噴出ユニット３は、本体１０のノズル取付部２１にノズル板１１が図示しないネジ等で
取り付けられる。ノズル板１１は、中央部に噴出ノズル２３が形成される。噴出ノズル２
３は、ノズル板１１を貫通する小径の穴により構成される。
【００３７】
　また、噴出ユニット３は、本体１０に旋流器９が挿入され、旋流器９の雄ネジ部１２が
本体１０の雌ネジ部１９にねじ込まれて、本体１０に旋流器９が取り付けられる。
【００３８】
　ここで、本体１０の雌ネジ部１９に旋流器９の雄ネジ部１２をねじ込んで旋流器９が取
り付けられると、本体１０の挿入穴２０に旋流器９の旋流部１３が挿入され、かつ、ノズ
ル板１１と旋流器９の先端の間には所定の隙間が形成されるように構成される。また、旋
流部１３のＯリング１６が押しつぶされて挿入穴２０の内周面に密着し、水密性が得られ
るように構成される。
【００３９】
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　上述した構成の噴出ユニット３は、本体１０の第１の雄ネジ部２２ａが空気室形成部材
２の雌ネジ部６にねじ込まれることで、空気室形成部材２に取り付けられる。なお、噴出
ユニット３の第１の雄ネジ部２２ａと空気室形成部材２の雌ネジ部６の間には、シーリン
グを施すと良い。
【００４０】
　図５は温度調整ダイヤル４の一例を示す外観斜視図で、温度調整ダイヤル４の裏面の構
成を示す。温度調整ダイヤル４は温度調整手段の一例で、利用者が操作するダイヤル部２
４の裏面に、図１等に示す空気室形成部材２に嵌る外カバー２５と、噴出ユニット３の本
体１０に取り付けられる内カバー２６を備える。また、ダイヤル部２４を貫通した噴出口
２７を備える。
【００４１】
　外カバー２５は円筒形状で、空気室形成部材２のＯリング７に嵌る径を有し、空気室形
成部材２の外周面と温度調整ダイヤル４との間の気密性及び水密性を保つ構成となってい
る。
【００４２】
　内カバー２６は、図５に示すように例えば３分割された円筒形状で、内周面に雌ネジ部
２８が形成される。雌ネジ部２８は、本体１０の第２の雄ネジ部２２ｂにねじ込まれる。
【００４３】
　また、内カバー２６の雌ネジ部２８を本体１０の第２の雄ネジ部２２ｂにねじ込むこと
で、隣接する内カバー２６の隙間により空気取込口２９が形成される。空気取込口２９は
、内カバー２６の本体１０に対するネジ込み量に応じて、開口面積が変化する。このよう
に、温度調整ダイヤル４の内カバー２６の雌ネジ部２８と、噴出ユニット３の本体１０の
第２の雄ネジ部２２ｂの組み合わせにより、ネジ機構部が構成される。
【００４４】
　噴出口２７は、ダイヤル部２４の中央部に形成され、噴出方向に沿って徐々に径が大き
くなるテーパ形状を有する。
【００４５】
　温度調整ダイヤル４は、内カバー２６の雌ネジ部２８を本体１０の第２の雄ネジ部２２
ｂにねじ込むことで、外カバー２５が空気室形成部材２に嵌り、噴出ユニット３に取り付
けられる。外カバー２５が空気室形成部材２に嵌ると、空気室形成部材２のＯリング７が
押しつぶされて外カバー２５の内周面に密着し、気密性及び水密性が得られるように構成
される。
【００４６】
　また、温度調整ダイヤル４が噴出ユニット３に取り付けられると、噴出ユニット３の噴
出ノズル２３が、温度調整ダイヤル２４の噴出口２７と対向する。そして、噴出口２７の
裏面側に空気混合部２７ａが形成され、空気混合部２７ａの側方に空気取込口２９が形成
される。
【００４７】
　空気取込口２９は、空気室形成部材２の空気室５と連通し、吸気口８を介して吸気した
空気（外気）が、空気取込口２９から空気混合部２７ａに取り込まれる。
【００４８】
　温度調整ダイヤル４は、ダイヤル部２４を回すことで、内カバー２６の本体１０に対す
るネジ込み量が変化し、空気取込口２９の開口面積を調整することができる。これにより
、温度調整ダイヤル４の開度に応じて空気取込口２９からの空気の取込量を調整すること
ができる。
【００４９】
　＜湯水散出装置の構成例＞
　図６は上述した湯水散出ノズル１を備えた本実施の形態の湯水散出装置の一例を示す構
成図である。
【００５０】
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　湯水散出装置３１は、上述した湯水散出ノズル１と、湯水散出ノズル１が取り付けられ
るカバー３２と、湯水散出ノズル１に温水を供給する温水配管３３と、湯水散出ノズル１
に空気を供給する空気配管３４を備える。
【００５１】
　カバー３２は、単数あるいは複数の湯水散出ノズル１が取り付けられる。湯水散出ノズ
ル１は、温度調整ダイヤル４のダイヤル部２４を露出させてカバー３２に取り付けられ、
温度調整ダイヤル４を回転させることが可能な構成となっている。
【００５２】
　温水配管３３は、湯水散出ノズル１の噴出ユニット３を構成する本体１０の第１の雄ネ
ジ部２２ａに接続され、旋流器９の水路１７と連通する。また、空気配管３４は、空気室
形成部材２の吸気口８と接続される。
【００５３】
　ここで、複数の湯水散出ノズル１を備える場合は、１本の温水配管３３を途中で分岐し
て、それぞれの湯水散出ノズル１に接続する。また、空気配管３４は１つの湯水散出ノズ
ル１に接続し、隣接する湯水散出ノズル１の吸気口８の間を連結空気配管３５で接続して
、１つの湯水散出ノズル１を介して、各湯水散出ノズル１に空気を供給する構成とするこ
とができる。なお、空気配管３４を分岐して、各湯水散出ノズル１に接続する構成でも良
い。
【００５４】
　＜浴室の構成例＞
　図７は上述した湯水散出装置３１を備えた湯水散出室である浴室の一例を示す構成図で
ある。浴室４１は、浴槽４２及び洗い場４３等を備え、湯水散出装置３１は、浴室４１の
壁面４４等に設置される。湯水散出装置３１は、湯水散出ノズル１から噴き出す霧状温水
が直接入浴者に掛からないように、例えば、浴槽４２と洗い場４３の間に設置される。
【００５５】
　なお、図７における湯水散出装置３１の設置場所及び湯水散出ノズル１の設置数は一例
であり、これに限るものではない。例えば、湯水散出装置３１を床面付近に設置すれば、
床面を暖めることが可能となる。また、湯水散出装置３１を天井付近に設置しても良い。
更に、多数の湯水散出ノズル１を設置する構成としても良い。
【００５６】
　＜建物の構成例＞
　図８は上述した浴室４１を備えた建物の一例を示す構成図である。建物５１は、上述し
たように湯水散出装置３１が設置された浴室４１と、浴室４１に隣接した脱衣所（洗面所
）５２と、図示しない各居室等を備える。また、建物５１は、給湯器５３を備える。
【００５７】
　湯水散出装置３１は、温水配管３３が給湯器５３に接続される。温水配管３３には電磁
弁５４を備え、給湯器５３から湯水散出装置３１への温水の供給の有無を切り換えられる
ように構成される。なお、給湯器５３は、建物全体に温水を供給するもので良い。
【００５８】
　また、湯水散出装置３１は、空気配管３４が吸気グリル５５に接続される。吸気グリル
５５は、例えば建物５１の外壁５６に設置され、浴室４１外の空気、ここでは外気を湯水
散出装置３１の湯水散出ノズル１に取り込む。空気配管３４には逆止弁５７を備え、湯水
散出ノズル１側からの空気の逆流を防ぐ。なお、吸気グリル５５は、浴室４１外の空気を
吸気できれば良いので、洗面所５２や図示しない居室に設置しても良い。
【００５９】
　＜湯水散出装置の制御系の構成例＞
　図９は湯水散出装置３１の機能ブロック図である。湯水散出装置３１は、操作スイッチ
６１と、温度センサ６２と、コントローラ６３を備える。操作スイッチ６１は、例えば図
７に示す浴室４１に設置され、霧状温水の噴き出しの有無を切り換える。温度センサ６２
は、浴室４１の温度を検出する。
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【００６０】
　コントローラ６３は、操作スイッチ６１の操作を受けて電磁弁５４の開閉を切り換える
ことで、図８に示す給湯器５３から湯水散出装置３１への温水の供給の有無を切り換えて
、霧状温水の噴き出しの有無を切り換える。
【００６１】
　また、コントローラ６３は、温度センサ６２で検出した浴室４１の温度が所定の温度以
上であると判断すると、電磁弁５４を閉じて給湯器５３から湯水散出装置３１への温水の
供給の停止し、霧状温水の噴き出しを停止する。
【００６２】
　＜湯水散出ノズルによる温度調整動作例＞
　次に、上述した構成の湯水散出ノズル１による温度調整の動作について、各図を参照し
て説明する。
【００６３】
　図９に示す操作スイッチ６１が操作され、霧状温水の噴き出しが指示されると、コント
ローラ６３は電磁弁５４を開く。電磁弁５４を開くと、図８に示す給湯器５３から温水配
管３３を介して湯水散出装置３１の各湯水散出ノズル１へ温水が圧送される。
【００６４】
　湯水散出ノズル１は、噴出ユニット３を構成する旋流器９の水路１７に温水が供給され
る。旋流器９の水路１７に供給された温水は、貫通穴１８を通って溝１５に送り込まれる
。旋流器９は、溝１５が形成された旋流部１３が本体１０の挿入穴２０に挿入され、旋流
部１３の外周面と挿入穴２０の内周面の間にはほとんど隙間が形成されないことから、溝
１５に送り込まれた温水は螺旋溝１４を通過し、ノズル板１１の噴出ノズル２３から螺旋
を描いて高速噴射される。
【００６５】
　また、湯水散出ノズル１は、空気室形成部材２の吸気口８が図６に示すように空気配管
３４に接続され、空気配管３４が図８に示すように建物５１の外壁５６等に設置した吸気
グリル５５と接続されているので、空気室形成部材２内に形成された空気室５に、浴室４
１外の空気、本例では外気が吸気されている。
【００６６】
　湯水散出ノズル１では、噴出ユニット３の噴出ノズル２３からの高速噴射によって、噴
出口２７の裏面側の空気混合部２７ａにおいて圧力低下が発生する。そして、空気混合部
２７ａでの圧力低下によって、空気取込口２９から空気室５の空気が取り込まれ、空気混
合部２７ａで空気を巻き込みながら、霧状温水が噴出口２７から円錐螺旋状に噴射される
。
【００６７】
　さて、一般的に浴室４１内の温度に比較して、吸気グリル５５を設置した屋外、あるい
は洗面所等の温度は低い。このため、浴室４１外の空気を湯水散出ノズル１で取り込んで
、霧状温水に空気を巻き込んで噴射することで、湯水散出ノズル１に供給される温水の温
度に比較して、湯水散出ノズル１からの噴出温度を下げることができる。
【００６８】
　そして、空気取込口２９の開口面積を変更することで、霧状温水に巻き込む空気の量が
変化して、湯水散出ノズル１からの噴出温度を調整することができる。
【００６９】
　図１０は湯水散出ノズル１における温度調整時の状態を示す構成図である。湯水散出ノ
ズル１の温度調整ダイヤル４は、ダイヤル部２４を回すことで、内カバー２６の本体１０
に対するネジ込み量が変化し、空気取込口２９の開口面積を調整することができる。これ
により、空気取込口２９からの空気の取込量を調整することができる。
【００７０】
　例えば、温度調整ダイヤル４を閉めて行くと、図１０（ａ）に示すように、内カバー２
６の本体１０に対するネジ込み量が増加して、空気取込口２９の開口面積が減少する。こ
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れにより、空気混合部２７ａでの空気の取込量が減少し、湯水散出ノズル１からの噴出温
度を上げることができる。
【００７１】
　これに対して、温度調整ダイヤル４を開けて行くと、図１０（ｂ）に示すように、内カ
バー２６の本体１０に対するネジ込み量が減少して、空気取込口２９の開口面積が増加す
る。これにより、空気混合部２７ａでの空気の取込量が増加し、湯水散出ノズル１からの
噴出温度を下げることができる。
【００７２】
　よって、入浴者が暑いと感じた場合は、温度調整ダイヤル４を開けることで空気の取込
量を増加させ、湯水噴出ノズル１からの霧状温水の噴出温度を下げて、浴室４１の温度を
下げることができる。また、入浴者が寒いと感じた場合は、温度調整ダイヤル４を閉じる
ことで空気の取込量を減少させ、湯水噴出ノズル１からの霧状温水の噴出温度を上げて、
浴室４１の温度を上げることができる。
【００７３】
　これにより、湯水散出ノズル１に供給される温水の温度が一定であっても、湯水散出ノ
ズル１からの噴出温度を調整することができる。よって、温水の温度を調整するための水
の混合が不要となり、噴出量を変化させずに噴出温度を調整することができる。
【００７４】
　そして、噴出口２７の裏面で空気の取込量が調整されるので、噴出口２７に近い部分で
温度調整が行われることから、温度調整ダイヤル４の操作に対して、実際に温度が変化す
るまでのディレイタイムを実質的にゼロにすることができる。
【００７５】
　また、温度調整ダイヤル４をねじ込む動作で空気取込口２９の開口面積を調整すること
で、温度調整ダイヤル４の操作に対して空気取込口２９の開度を緩やかに変化させること
ができ、温度調整ダイヤル４の操作に対する追従性は確保しつつ、温度の急激な変化を防
ぐことができる。
【００７６】
　ここで、湯水散出ノズル１を複数備えている場合は、それぞれの湯水散出ノズル１の温
度調整ダイヤル４の開度を調整することで、個別に噴出温度を調整することが可能である
。
【００７７】
　これにより、図７に示す浴室４１で、例えば床面付近と中央付近にそれぞれ湯水散出ノ
ズル１を備えれば、必要に応じて床面付近の温度は上昇させ、入浴者の頭の高さ付近の温
度は低下させるような個別の温度制御を容易に行うことができる。
【００７８】
　なお、以上の例では、湯水散出ノズル１の温度調整ダイヤル４の開度の調整は人手で行
うこととしたが、モータ等の駆動手段を利用することで、自動的に行うことも容易である
。
【００７９】
　また、湯水散出室は浴室として記載したが、専用のミストサウナ室のような他の空間で
あっても良い。
【産業上の利用可能性】
【００８０】
　本発明は、浴室の暖房を行うミストサウナ装置に適用される。
【図面の簡単な説明】
【００８１】
【図１】本実施の形態の湯水散出ノズルの一例を示す斜視図である。
【図２】本実施の形態の湯水散出ノズルを組み立てた状態の断面図である。
【図３】本実施の形態の湯水散出ノズルを分解した状態の断面図である。
【図４】本実施の形態の湯水散出ノズルを構成する旋流器の構成図である。
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【図５】本実施の形態の湯水散出ノズルを構成する温度調整ダイヤルの斜視図である。
【図６】湯水散出ノズルを備えた本実施の形態の湯水散出装置の一例を示す構成図である
。
【図７】湯水散出装置を備えた本実施の形態の浴室の一例を示す構成図である。
【図８】浴室を備えた建物の一例を示す構成図である。
【図９】湯水散出装置の機能ブロック図である。
【図１０】湯水散出ノズルにおける温度調整時の状態を示す構成図である。
【符号の説明】
【００８２】
　１・・・湯水散出ノズル、２・・・空気室形成部材、３・・・噴出ユニット、４・・・
温度調整ダイヤル、５・・・空気室、６・・・雌ネジ部、７・・・Ｏリング、８・・・吸
気口、９・・・旋流器、１０・・・本体、１１・・・ノズル板、１２・・・雄ネジ部、１
３・・・旋流部、１４・・・螺旋溝、１５・・・溝、１６・・・Ｏリング、１７・・・水
路、１８・・・貫通穴、１９・・・雌ネジ部、２０・・・挿入穴、２１・・・ノズル取付
部、２２ａ・・・第１の雄ネジ部、２２ｂ・・・第２の雄ネジ部、２３・・・噴出ノズル
、２４・・・ダイヤル部、２５・・・外カバー、２６・・・内カバー、２７・・・噴出口
、２７ａ・・・空気混合部、２８・・・ネジ部、２９・・・空気取込口、３１・・・湯水
散出装置、３２・・・カバー、３３・・・温水配管、３４・・・空気配管、３５・・・連
結空気配管、４１・・・浴室、４２・・・浴槽、４３・・・洗い場、４４・・・壁面、５
１・・・建物、５２・・・洗面所、５３・・・給湯器、５４・・・電磁弁、５５・・・吸
気グリル、５６・・・外壁、５７・・・逆止弁、６１・・・操作スイッチ、６２・・・温
度センサ、６３・・・コントローラ

【図１】 【図２】
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